
大阪観光大学国際交流学部 履修・成績評価規程

（目的）

第１条 この規程は、学則第22条の2、第25条、第31条、第32条、第33条及び第34条に基づき、国際

交流学部の授業科目、授業科目の配当年次・期間、卒業要件、履修登録、成績評価、卒業等

に関する事項を定める。

（授業科目）

第２条 国際交流学部の授業科目、単位数、授業科目の配当年次・期間は、本規程の附則に掲げる

通りとする。

（卒業要件）

第３条 学則33条に定める所定の授業科目、所定の単位数は、本規程の附則に定める卒業要件の通

りとする。

（学位の授与）

第４条 学則第34条に定める、国際交流学部の学士の学位は、学士（文学）とする。

（履修登録）

第５条 学生は、学内外からのWEB入力により、所定の期日までに履修登録を完了しなければならな

い。

　２ 所定の期日経過後の科目変更・追加・取消は認めない。

（登録単位数の制限）

第６条 各年次に登録できる単位数は、46単位までとし、半期の上限は24単位までとする。但し、前期

に不合格科目があり合格単位数が 24 に満たず、前期の合格単位数と後期の履修登録単位

数の合計が 46 以内の場合、後期の登録数を上限 24 単位まで登録を認める。

次の各号の場合は、さらに若干の単位数の履修登録を認めることができる。

　（１）当該学期中に履修するその他の科目の学修の妨げとならず、かつ、教育上有益と認められる場

合。

　（２）集中講義等、通常の授業と異なる時期もしくは時間に設置される科目で、当該学期中に履修する

その他の科目の学修の妨げとならず、かつ、教育上有益と認められる場合。

　（３）4 年次の学生で卒業要件に不足があり、スタジオ教員の了承と教務委員会の審議による承認、

学長による定めがある場合。

　２ 教務委員会は、学生の履修登録申請単位数が前項本文の制限を超えている場合は、前項本

文但書に該当するか否かを審議する。

　３ 学長は、第２項の審議に基づき、当該履修登録について定める。

（履修科目の成績評価）

第７条 履修科目の成績評価は、平常試験、定期試験、再試験、追試験により、シラバスに明記され

た基準で行う。（試験の方法は、筆記試験、論文・レポート、制作物、口述、実習、実技のなか

から各授業科目担当者が決定する。）

　２ 成績評価は、Ｓ（100～90点）、Ａ（89～80点）、Ｂ（79～70点）、Ｃ（69～60点）、Ｄ（59点以下）

の記号をもって表し、Ｃ以上を合格とする。

　３ GPA制度については、別に定める。



（出席日数）

第８条 授業科目の単位の修得には、授業時数の3分の2以上の出席が必要とされる。

（他学部履修）

第9条　学則第22条の2に定めにかかわらず、教授会の定める範囲内で、他の学部の授業科目・単位

を履修することができる。

（日本語教員養成課程）

第10条　本学学生で、卒業資格を有し、本規定の附則に掲げる授業科目・単位を修得した者について

は、法務省による「日本語教育機関の告知基準」で定められた日本語教員の要件を満たすも

のと認め、卒業時に「日本語教員養成課程(副専攻コース)修了証」を大学から発行する。

　2 同附則に掲げる授業科目・単位のうち、「日本語教育実習」を除く授業科目・単位を修得した者

については、「日本語教員養成課程 科目履修証明書」を大学から発行する。

（規程の改廃）

第11条 この規程の改廃は学長が定める。

附則 この規程は、平成31年4月1日から施行する。

附則 この規程は、令和5年4月1日から施行する。

附則 2018年度入学生カリキュラム

（科目・配当年次・単位数）

第1条 2018年度入学生カリキュラムの授業科目、単位数、授業科目の配当年次・期間は次表の通り

とする。









（卒業要件）

第2条 2018年度入学生カリキュラムの卒業要件、および異文化コミュニケーションコース、日本語日

本文化コース(留学生)、芸術コースの修了要件は、次表の通りとする。

表１：卒業要件



表２：異文化コミュニケーションコース修了要件科目





表３：日本語日本文化コース(留学生)修了要件科目

表４：芸術コース修了要件科目

附則 2019～2022年度入学生カリキュラム

（科目・配当年次・単位数）

第1条 2019年度から2022年度までの入学生のカリキュラムの授業科目、単位数、授業科目の配当

年次・期間は次表の通りとする。













（卒業要件）

第2条 2019年度から2022年度までの入学生のカリキュラムの卒業要件は、次表の通りとする。

表１：卒業要件



　２ スタジオ群の科目の先修条件は以下の通りとする。

　（１） 2 年次終了時に「ポートフォリオレビュー 1」を取得しなければ、次年度の「C スタジオ 1 〜 2」を

履修できない。

　（２）3 年次終了時に「ポートフォリオレビュー 2」を取得しなければ、次年度の「Thesisスタジオ 1 〜 2」

を履修できない。



（日本語教員養成課程）

第3条 日本語教員養成課程には（1）日本語教員養成課程（副専攻コース）と（2）日本語教員養成課

程（科目履修コース）の2つのコースを置く。

　2 次表に掲げる授業科目・単位を修得した者については、法務省による「日本語教育機関の告

知基準」で定められた日本語教員の要件を満たすものと認め、卒業時に「日本語教員養成課

程(副専攻コース)修了証」を大学から発行する。

　3 次表に掲げる授業科目・単位のうち、「日本語教育実習」を除く授業科目・単位を修得した者に

ついては、「日本語教員養成課程 科目履修証明書」を大学から発行する。なお、「日本語教員

養成課程 科目履修証明書」は、日本語教員養成課程の授業科目を履修したことを示す本学

独自のものであり、日本の日本語学校に勤務する場合は別途実習を受講する必要がある。

表　日本語教員養成課程の修得要件


